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監査委員の罷免と監査委員事務局職員の懲戒処分を求めることに

ついて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要   旨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２月 24 日、新潟市職員措置請求書を提出したが、請求の要旨に、 

（１）令和４年１月 24 日に介護保険課は「介護保険料納入済み額の

お知らせ」を発送したが「特別徴収分合計」欄に記載の額が誤って

いたとして２月９日に再発送した。要因は令和３年２月から 12 月

までに年金天引きされた金額の合計を記載すべきところ令和２年

12 月から令和３年 10 月までの年金天引き額の合計を記載した。 

（２）原因を保険課は「委託業者のデーターの抽出の集計期間を

誤って設定したため」とし「市と委託業相互に内容を十分に精査で

きるよう今後委託業者と調整する。」としてる。 

（３）（４）省略、と記載した。 

その後、４月 13 日付で新潟市職員措置請求の審査結果について

（通知）が送付されたが、請求の要旨、主張事実の欄に、介護保険

課は、「その原因を、委託業者がデータを抽出する際に、集計期間

を誤って設定したため」と記載している。通知書には「委託業者が

誤った」と記載しているが、委託業者が誤った事実はなく、請求者

も、委託業者が誤ったとは全く記載していない。 

請求の要旨、主張事実を、監査委員４名と関係する監査委員事務

局職員４名が同意して通知したと説明している。請求の要旨の主張

事実には、請求者が記載した請求の要旨を記載しなければならない

ことは当然であってしかるべきところ、別の主張に勝手に変えてい

る。 

以上のことから、次のことを求め陳情いたします。 

 

記 

 
１ 監査委員の罷免を求めること。  
 
２ 関係する監査委員事務局職員の懲戒処分を求めること。  
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